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に伴い,相対的に大きくなったことによるものであ

る。Gigabit Ethernetではミディアムクラスで 5。67

倍,ス モールクラスでも 3.37倍の性能を得ており,

更に Table 3に示すコス トパフォーマンスを考えあ

わせると,Gigabit Etherllletの 採用はよい選択と言

える。ただし, ミディアムクラス以上の計算のみを

行う場合には Fast Ethernetが よく,ま たスモール

クラスの計算のみを行う場合には Myrinetが 良い。

Table 3 Cost perforrnanccs for several networks

うになる。

鳥 =分 =務 =満
 
い )

ここで,■ は lCPUの演算時間,Zは n個の CPU
での演算時間,π切は通信時間を表す。通信時間と

lCPUの演算時間との比は小規模な PCク ラスター

(N個の CPU)の 加速率の実測値から次式のように

求められる。

年
=嚇
寺
=⊆     ②

更に通信時間が領域の分割数によらず,ほぼ一定 と

なることを考え,式 (2)を式(1)に代入することによ

り,任意 CPUを 有する PCク ラスターの加速率を

求める式が得 られる。

現 =洗
   

③

Figure2に は式(3)に より予測された加速率 と実測

値 との比較を示す。ここで,Cの 値は 4計算ノー ド

を有する小規模な PCク ラスターの実測値から求め

た値である。この図から,式(3)に より予測された加

速率は実測値 とよく一致することが分かる。

4.ま とめ

本研究では PCク ラスターを構築 し,流体解析コ

ー ドを用いて性能評価を行い,以下の結論を得た。

1)PCク ラスターの加速率はネットヮーク性能に

大きく依存 し,格子数の少ないケースではその

影響が顕著である。

2)コ ス トパ フ オー マ ンス の 面 で は Gigabit

Ethernetを 採用 したシステムが優れている。

3)PCク ラスターの加速率は通信時間と演算時間
との比から簡易式により予測できる。
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Figure l Perfonnance of Nctwork lnterface Card

a)Small Class;b)Medium Class.

Figure 2 Compa� son of estimated and measllred Speed

Up

並列計算の効率は,数値解析効率,並列効率,負

荷バランス効率に依存する 0。 本研究では,同 じ性

能の計算ノードを用い,ま た領域は等分割ができた

ため,負荷バランス効率が 1と なる。更にベンチマ

ークテストに用いた汎用 CFDコ ードの数値解析効

率がほぼ 1であるため,n個の CPUを 用いた並列
計算の加速率 Snは並列効率のみに依存し,次式のよ

Neい″ork
Network

/Machine Small Case Medium Casc
Fast Ethemet 10/0 0.95

Gigabit Ethemet 300/0 5.67

inet 133% 5.35
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